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東 京 ｢真 一の 学 校 の 意 義
















merInstitute の Openingでも述べたことで繰返 した tもあbませんが､
研究者が起居をともにし､心おきな く話 し合い､教え合 う互の教育の機会を国
際的にもつことが､研究をのばす上にどんなに大 きな原動力になるかばい うま
でもないでしょう｡どんな名前にせよ､そうい うものとして私たちはこれを計
画 したわけですが､固定観念化 している国際会議のやb方とちが うところにい
ろいろむつかしい問題があbます ｡ 一方夏の学校 も､学校はこんなもんだ､と
固定化 しないで､必要に応 じてや,わ方も変え､また改善 してゆ(べ きで しょう.




















東 .京 夏 の 学 校 の 事 務 報 告
高 野 文 彦､宗 田 敏 雄 (東京教育大 , 理〕
牙 1回Tokyo Su皿 er Ins七iもuteofTheoreticalPhysics は矛 1
期 (多体問題)が 9月 6日 (月)か ら10日 (金)まで､矛2期 (場の理論)
が 9月 13日 (月)か ら17日 (金)まで､ 革 5日間ずつ､神奈川県大磯海津
にある日本ク リスチヤシ ｡アカデミー ･-ウスで行われた｡ 以下にこれまでの
経過 と､主に矛 1期の行事についての報告をするO
この会の開催の話が出たのは ､ 昨年 10- 11月で､.久保､福田の両氏を中
心 として､勉の組織委員 (松原-､中島､武臥 宮沢､南部)とともに招待講師
の人選交渉などについて相談が行われて来たO 事務局は教育大学の物理学教室
におかれることにな り,高野､宗田の2人がいろいろな雑用をすることになつ
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